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メンテナンスコンソールのメニュー

メンテナンスコンソールは各種のメニューで構成され、 Unified Manager サーバの特別
な機能や設定の保守と管理を行うことができます。

Unified Manager をインストールしたオペレーティングシステムに応じて、メンテナンスコンソールは次のメ
ニューで構成されます。

• Upgrade Unified Manager （ VMware のみ）

• Network Configuration （ VMware のみ）

• System Configuration （ VMware のみ）

• サポート / 診断

• サーバ証明書をリセットします

• 外部データプロバイダ

• パフォーマンスポーリング間隔の設定

Network Configuration （ネットワーク設定）メニュー

Network Configuration メニューでは、ネットワーク設定を管理できます。このメニュー
は、 Unified Manager ユーザインターフェイスを使用できない場合に使用してくださ
い。

Unified Manager が Red Hat Enterprise Linux 、 CentOS 、または Microsoft Windows にインス
トールされている場合は、このメニューを使用できません。

次のメニュー項目を選択できます。

• * IP アドレス設定 * を表示します

仮想アプライアンスの現在のネットワーク設定について、 IP アドレス、ネットワーク、ブロードキャス
トアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、 および DNS サーバです。

• * IP アドレス設定の変更 *

IP アドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、 DNS サーバなど、仮想アプライアンスのネットワーク設定
を変更できます。メンテナンスコンソールでネットワーク設定を DHCP から静的ネットワークに切り替
えた場合は、ホスト名を編集できません。変更を実行するには、 [* 変更をコミットする *] を選択する必
要があります。

• * ドメイン名検索設定を表示 *

ホスト名の解決に使用されるドメイン名検索リストが表示されます。

• * ドメイン名検索設定の変更 *

ホスト名を解決する際に検索するドメイン名を変更できます。変更を実行するには、 [* 変更をコミットす
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る *] を選択する必要があります。

• * スタティックルートを表示 *

現在の静的ネットワークルートが表示されます。

• * スタティックルートの変更 *

静的ネットワークルートを追加または削除できます。変更を実行するには、 [* 変更をコミットする *] を
選択する必要があります。

◦ * ルートを追加 *

静的ルートを追加できます。

◦ * ルートの削除 *

静的ルートを削除できます。

◦ * 戻る *

メインメニュー * に戻ります。

◦ * 終了 *

メンテナンスコンソールを終了します。

• * ネットワークインターフェイスを無効にします。 *

使用可能なネットワークインターフェイスを無効にします。使用可能なネットワークインターフェイスが
1 つしかない場合は、それを無効にすることはできません。変更を実行するには、 [* 変更をコミットする
*] を選択する必要があります。

• * ネットワーク・インターフェイスを有効にする *

使用可能なネットワークインターフェイスを有効にします変更を実行するには、 [* 変更をコミットする *]

を選択する必要があります。

• * 変更を確定 *

仮想アプライアンスのネットワーク設定に加えた変更を適用します。変更を有効にするには、このオプシ
ョンを選択する必要があります。そうしないと、変更は行われません。

• * ホストに Ping を実行します *

IP アドレスの変更や DNS 設定を確認するために、ターゲットホストに ping を実行します。

• * デフォルト設定に復元 *

すべての設定を工場出荷時のデフォルトにリセットします。変更を実行するには、 [* 変更をコミットする
*] を選択する必要があります。

• * 戻る *
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メインメニュー * に戻ります。

• * 終了 *

メンテナンスコンソールを終了します。

System Configuration （システム設定）メニュー

System Configuration メニューでは、サーバのステータスの表示、仮想マシンのリブー
トとシャットダウンなど、さまざまなオプションを指定して仮想アプライアンスを管理
できます。

Unified Manager を Linux または Microsoft Windows システムにインストールしている場合、こ
のメニューには「 Restore from a Unified Manager Backup 」オプションのみが表示されます。

次のメニュー項目を選択できます。

• * サーバーステータスを表示 *

現在のサーバステータスを表示します。ステータスには「 Running 」と「 Not Running 」があります。

サーバが実行されていない場合は、テクニカルサポートに連絡する必要があります。

• * 仮想マシンの再起動 *

すべてのサービスを停止して仮想マシンをリブートします。リブート後、仮想マシンとサービスが再起動
します。

• * 仮想マシンのシャットダウン *

すべてのサービスを停止して、仮想マシンをシャットダウンします。

このオプションは、仮想マシンコンソールからのみ選択できます。

• * < ログインユーザー > ユーザーパスワード * を変更します

現在ログインしているユーザのパスワードを変更します。変更できるのはメンテナンスユーザだけです。

• * データディスクのサイズを増やします。 *

仮想マシンのデータディスク（ディスク 3 ）のサイズを拡張します。

• * スワップ・ディスク・サイズの増加 *

仮想マシンのスワップディスク（ディスク 2 ）のサイズを拡張します。

• * タイムゾーンの変更 *

タイムゾーンを自分の場所に変更します。
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• * NTP サーバーを変更 *

IP アドレスや Fully Qualified Domain Name （ FQDN ；完全修飾ドメイン名）などの NTP サーバ設定を
変更します。

• * NTP サービスの変更 *

を切り替えます ntp および systemd-timesyncd サービス：

• * Unified Manager バックアップからのリストア *

以前にバックアップしたバージョンから Unified Manager データベースと設定をリストアします。

• * サーバー証明書をリセット *

サーバセキュリティ証明書をリセットします。

• * ホスト名を変更 *

仮想アプライアンスがインストールされているホストの名前を変更します。

• * 戻る *

System Configuration （システム設定）メニューを終了し、 Main Menu （メインメニュー）に戻ります。

• * 終了 *

メンテナンスコンソールメニューを終了します。

Support and Diagnostics （サポートと診断）メニュー

Support and Diagnostics メニューでは、トラブルシューティングのサポートを受けるた
めにテクニカルサポートに送信できるサポートバンドルを生成することができます。

次のメニューオプションを使用できます。

• * ライトサポートバンドル * を生成します

30 日間のログと構成データベースのレコードを含む軽量なサポートバンドルを作成できます。パフォー
マンスデータ、取得記録ファイル、サーバヒープダンプは含まれません。

• * サポートバンドル * を生成します

診断ユーザのホームディレクトリに診断情報を含む完全なサポートバンドル（ 7-Zip ファイル）を作成で
きます。システムがインターネットに接続されている場合は、ネットアップにサポートバンドルをアップ
ロードすることもできます。

このファイルには、 AutoSupport メッセージで生成された情報、 Unified Manager データベースの内容、
Unified Manager サーバの内部に関する詳細なデータ、および通常は AutoSupport メッセージや軽量なサ
ポートバンドルには含まれない詳細なログが収められます。
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その他のメニューオプション

次に示すメニューオプションでは、 Unified Manager サーバでさまざまな管理タスクを
実行することができます。

次のメニュー項目を選択できます。

• * サーバー証明書をリセット *

HTTPS サーバ証明書を再生成します。

Unified Manager の GUI でサーバ証明書を再生成します。そのためには、 * General * > * HTTPS

Certificates * > * Regenerate HTTPS Certificate * をクリックします。

• * SAML 認証を無効にします *

SAML 認証を無効にし、 Unified Manager の GUI にアクセスするユーザのアイデンティティプロバイダ（
IdP ）によるサインオン認証を中止します。このコンソールオプションは、一般に、 IdP サーバまたは
SAML の設定を使用する問題で Unified Manager の GUI へのアクセスがブロックされる場合に使用しま
す。

• * 外部データプロバイダ *

Unified Manager を外部データプロバイダに接続するためのオプションを提供します。接続が確立される
と、パフォーマンスデータが外部サーバに送信されて、ストレージパフォーマンスのエキスパートがサー
ドパーティ製ソフトウェアを使用してパフォーマンス指標をグラフ化できるようになります。次のオプシ
ョンが表示されます。

◦ *Display Server Configuration *-- 外部データプロバイダの現在の接続設定と構成設定を表示します

◦ * サーバー接続の追加 / 変更 *-- 外部データプロバイダの新しい接続設定を入力したり、既存の設定を
変更したりすることができます。

◦ * Modify Server Configuration * — 外部データプロバイダの新しい設定を入力したり、既存の設定を変
更したりすることができます。

◦ *Delete Server Connection *-- 外部データプロバイダへの接続を削除します

接続を削除すると、 Unified Manager は外部サーバとの接続を失います。

• * パフォーマンスポーリング間隔の設定 *

Unified Manager がクラスタからパフォーマンス統計データを収集する頻度を設定するためのオプション
を提供します。デフォルトの収集間隔は 5 分です。

大規模なクラスタからの収集が時間内に完了しない場合は、この間隔を 10 分または 15 分に変更できま
す。

• * アプリケーションポートの表示 / 変更 *

Unified Manager がセキュリティ上の理由から、 HTTP および HTTPS プロトコルに使用するデフォルト
のポートを変更するオプションが用意されています。デフォルトのポートは、 HTTP の場合は 80 、
HTTPS の場合は 443 です。
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• * 終了 *

メンテナンスコンソールメニューを終了します。
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